
城北地区  令和６年度 推進交付金：６５０，０００円 

取組み１  防災活動推進事業 

主催 城北地区住みよい町づくり協議会安全の部会 

 

⑴ 目的 

   いざという時に慌てず助け合いができる地域・町会・家庭環境及び難所環

境を整備するとともに、学習会・研修会の開催により防災意識の高揚を図り、

日頃から誰もが安心して暮らすことができる町づくりを推進します。 

 

⑵ 取組み 

ア 松本深志高等学校及び開智小学校避難所にワンタッチテントを購入 

イ 地区防災計画策定の取り組みとして、策定委員会を開催し、地区防災計画

（案）について検討を開始 

ウ 防災意識の醸成を図るため、瑞松寺の茅野俊幸住職による「能登半島地震避

難所支援ボランティア」講演会を実施 

エ 開智小学校、松本深志高校の指定避難所運営委員会の活動支援及び委員会へ

の参加 

オ 能登半島地震等の発生を受け、「我が家の安心・安全づくり」リーフレット

を全戸配布 

 

〇開智小学校避難所運営委員会（11/15 段ボールベット等の組立演習） 

  

    



                                

   

⑶ 今後の展開 

 ア 地区防災計画の策定を進めます。 

 イ 学習会・研修会を開催し地区全体の防災意識の向上に努めます。 

 ウ 指定避難所の防災備品の充実に努めます。 

 

取組み２  健康づくり推進活動（健康づくり）推進事業 
 

主催 城北地区住みよい町づくり協議会健康の部会 

 

⑴ 目的 

健康づくり・介護予防を主とした交流から、地域住民の顔の見えるつながり

を育み、支え合える地域を目指します。 

 

⑵ 取組み 

子どもから高齢者まですべての地区住民を対象とした体と心の健康・介護予

防のための講座をはじめ各種事業を開催しました。 

   昨年は雨で中止となった春のマレットゴルフ大会でしたが、今年は開催でき 

  楽しく運動できました。 

   １月に実施した乗鞍マウントスキー教室では、好天に恵まれ２３名の親子の 

参加があり、楽しい１日を過ごしました。 

   ボウリング大会では、お子さんからお年寄りまで幅広い方が参加し、楽しく 

交流ができ、顔の見える関係づくりのきっかけの一つになりました。 

 

 



 〇ウォーキング大会       〇いきいき健康講座 

                

      

〇春のマレットゴルフ大会    〇秋のマレットゴルフ大会 

     

         〇軽スポーツ交流会        

        

 

⑶ 今後の展開 

「ひとり一人が健康でいつまでも元気に過ごすための「心と体」の健康づく

り」を目的に、関係団体、関係職員と連携し「お互い様」の精神で子どもか

ら高齢者まで共に支え合い学び合い安心して暮らせる健康な町づくりを推

進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



取組み３  地域福祉推進事業 
主催 城北地区住みよい町づくり協議会福祉の部会 

 

⑴ 目的 

福祉を中心とした地域課題解決に向けた研修を進め、住民意識の向上を図

るとともに、「誰もが、住み慣れた家、地域で安心して暮ら続けることができ

る仕組みづくり」を具体的に進め、いざという時に助け合える、城北地区をめ

ざします。 

 

⑵ 取組み 

ア 松本市立病院 中村雅彦医師による認知症講座を２回開催 

第１回「認知症の初期症状気が付くポイント・もっと知ろう認知症のこと」 

（参加者７１名） 

第２回「地域で支える認知症―認知症の声、視点に寄り添う」 

（参加者６２名） 

イ 認知症対応の参考図書の購入 

ウ 町会役員と高齢者に対して実施したアンケート結果を町会長、町内公民館

町、民生委員に配布 

エ 地区内の町内公民館２か所で毎月１回開設している、誰もが集えるカフェ

「カフェすいれん」の活動支援 

 

  〇 認知症講座 

     

 

 

 

 



   

 

⑶ 今後の展開 

引き続き日頃から「誰もが、住み慣れた家・地域で、安心して暮らし続ける 

ことができる仕組みづくり」を具体的に取り組みます。 

  ア 訪問診療の講演を受け、地域で何ができるか考え支援体制について検討し 

ていきます。 

 イ 高齢化が進むなか、５人に一人は認知症になるといわれている。そのため、

地区住民が認知症の理解や知識を深め、地区ボランティアを育成する機会と

して、研修会・講座を継続して開催します。 

  ウ 町会での福祉の広がりを図るために、モデル町会で具体的に進めていきま

す。 

エ 協議会活動の柱である「認知症にやさしい町づくり」の実践として、オレ 

ンジカフェ運営の支援をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


